
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

国内外の人流が戻り、ホテルや商業施設、住宅の業績が回復するとみています。加え
て、物流施設の業績が堅調で割安感が出ています。オフィスの稼働率の回復には時間
がかかりますが、稼働率の低下に伴う収入の減少などを物件売却益や内部留保で補い
ながら分配金を維持している国内リートも多く、利回りを求める資金流入が期待され
ることから、米国の金融政策に対する不透明感が後退するにつれて国内リート市場は
戻りを試す展開になると予想しています。

国内各種資産利回り
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投資環境見通し（2022年12月）
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12月2日

国内リート市場は、戻りを試す展開になると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。
米国のインフレ鈍化観測や円高の進行などを受けて、国内株式市場が軟調に推移する
なか、国内リートも売られる展開となりました。
セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて
下落しました。

国内リート見通し

マーケットの動き（2022年11月28日～12月2日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2021年11月30日～2022年12月2日）
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東証REIT指数 1,934.75 ▲1.46% ▲1.52% ▲3.83% ▲3.41%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

1,953.98 ▲3.17% 0.70% 1.43%
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